
■研究の内容

■今後の展開

・均一サイズの非球形微小液滴の連続作製・変形が可能なMCアレイ基板の開発

・MCアレイ基板を用いた単分散非球形微粒子の作製技術の開発
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■ 技術の特徴

・均一サイズの並列微小流路（マイクロチャネル（MC）アレイ）を利用した非球形の均一サイズ微小

液滴を作製できる装置および方法を開発した。

・一般的な固体化・ゲル化プロセスにより，均一サイズの非球形微小液滴を基材とした単分散非球

形微粒子（有望用途：固定化担体，DDS用微小キャリア等）の作製が可能である。
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MCアレイ基板（MSX）の開発 均一サイズの円盤状微小水中油滴の作製
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構造のポイント

2hMC = hwell

- 連続相：1.0 wt%Tween20水溶液，分散相：精製大豆油

- 矩形MC:高さ1.9 μm，幅10.2 μm；井戸部：高さ4.6 μm
- 分散相操作圧力： 7.2 kPa

20 μm

・ddisk= 9.0 μm
［CV = 3.1 %］

・hdisk= 4.6 μm
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